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西アジアと中央アジア
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世界の姿 日本の姿 気候と暮らし アジア州 ヨーロッパ州 アフリカ州 北アメリカ州 南アメリカ州 オセアニア州

今
日
の
問
い

西アジアと中央アジアの国々は、どんな資源を生かして発展しているのだろう。
読み終えたら、最後の「問いへの答え」を見る前に、自分の言葉で答えてみよう。

1 石油と産油国 石油

OPEC
石油輸出国機構。産油国が石

油の生産量や価格について協

力する組織。

西アジアは乾燥した地域が多いが、ペルシア湾の沿岸を中心に世界有数の石油の産地となっ

ている。サウジアラビアなどの産油国は、石油を輸出して得た豊かな資金で、道路や港、都市の開

発を進めてきた。産油国はOPEC(石油輸出国機構)をつくり、石油の生産量や価格に影響をあた

えている。

日本は、輸入する原油の9割以上を、サウジアラビアやアラブ首長国連邦など西アジアの国々

から買っている。
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西アジアと中央アジア

ペルシア湾の沿岸に、石油のとれる場所(油田)

が集まっている。イスラム教の聖地メッカは、サ

ウジアラビアにある。

2 イスラム教と中央アジア 宗教と資源

イスラム教
きょう

西アジアや中央アジアなどで

多くの人が信仰する宗教。

レアメタル
希少金属。携帯電話などの電

子機器に使われる。

西アジアから中央アジアにかけては、イスラム教を信仰する人が多い。人々は1日5回、聖地メ

ッカの方角に向かって礼拝し、豚肉を食べないなどのきまりを守って暮らしている。

中央アジアの国々では、石油や天然ガスのほか、電子機器に使われるレアメタル(希少金属)

も産出し、資源を生かした発展が期待されている。一方、資源にたよる経済は、その価格の上が

り下がりの影響を受けやすい。

次は ノート で、下線に語句を書きながら確かめよう →

西アジアの国々は、ペルシア湾の沿岸でとれる石油を輸出して豊かな資金を得て、道路や都市の開発を進めてきた。

中央アジアでも、石油や天然ガス、レアメタルなどの資源を生かした発展が期待されている。ただし、資源にたよる経

済は、価格の上がり下がりの影響を受けやすい。

問いへの答え
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